
 

 

 

会長あいさつ 

 

日頃から、矢巾町社会福祉協議会の運営に対しまして 

ご理解とご協力をいただき、感謝申し上げます。 

少子高齢化や核家族化の進行、生活様式の変容など地域を取り巻く環境が大きく変

化した今、地域福祉の推進を使命とする私たち社会福祉協議会の役割が大いに期待さ

れています。めまぐるしく変化する社会状況において、毎年のように新しい法律や制

度が施行され、新たな福祉の考え方が示されますが、すべてに共通するのは、助け合

い、支え合いの精神です。第２期地域福祉活動計画の期間は、新型コロナウイルス感

染症の拡大時期と重なり、様々な活動の制限がありましたが、そのことにより地域で

のつながりが見直され、新たな支え合いを求める声が多く聞かれ、サロンなど居場所

づくり事業を中心に地域福祉活動を積極的に展開することができました。 

国は、孤独・孤立に悩む人を誰ひとり取り残さない社会、相互に支え合い、人と人

とのつながりが生まれる社会を目指し、令和６年４月１日に孤独・孤立対策推進法が

施行されました。こうした中、本会におきましては、住み慣れた地域で安心して暮ら

し続けることができるよう地域共生社会の実現に向けて第３期矢巾町地域福祉活動計

画を策定いたしました。行政、専門機関、地域住民、福祉団体、ボランティアなど地

域に関わるすべての皆様方と協働して、支え合う地域づくりを推進してまいります。 

本計画の策定にあたっては、地域住民の皆様にも参加いただき、様々な意見を反映

させております。また、行政計画である「矢巾町地域福祉計画」の基本理念を共有し

ており、地域福祉を総合的かつ一体的に推進いたします。 

住民の皆様の期待に十分応えられるよう組織基盤を安定させ、職員の資質向上に努

め、「地域共生社会の実現」に全力で取り組む所存です。 

今後とも皆様の多大なるご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。 

本計画策定にあたり、ご多忙の中、貴重なご意見をいただきご尽力賜りました矢巾

町地域福祉活動計画策定委員の皆様及び関係各位の皆様に、心からの感謝とお礼を申

し上げます。 

 

令和７年３月 

                  社会福祉法人矢巾町社会福祉協議会 
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